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　ある場所の気温の時間変化は，平均的な流れによる移

流と，乱れによる熱フラックスの収束によって起こる．

乱れによる熱フラックスは，しばしば，10ca1（局所的）

な温度傾度に適当な渦拡散係数を掛けることによって表

わされるが，このような局所的な傾度を使う方法に対

し，乱れの場全体の多くの場所の温度を使ってフラック

スを表わす方法を，non－10cal　closure（非局所的クロー

ジャー）と呼ぶ．

　典型的な例は，対流混合層中のフラックスのモデルに

使われている．日中の陸上のように地表面温度が気温よ

りも高い場合には，浮力による対流が活発に起こり，よ

く混合された混合層と呼ばれる層が形成される．このよ

うな混合層のなかの乱れによるフラックスは，第1図に

示されるような空気塊の移動によって起こるため，局所

的なクロージャーの方法は不適当と考えられる．

　このような混合層中のフラックスを表わす非局所的ク

ロージャーモデルの一例として，transilient乱流モデル

が挙げられる．transilientとは「飛び移る」ことを意味

し，このモデルでは，乱れを多くの異なった大ぎさの渦

の重ね合わせと考え，それぞれの渦による移流でフラッ

クスが構成されると考える．

　具体的に考えよう．層全体をn個のレベルに分割した

とする．ある瞬間の各レベルの空気塊が△t時間後にど

のレベルに移動するかは，（出発点の数：n）×（到着点

の数：n）個の係数で，行列の形に書き表すことがでぎ

る．これをtransilient行列と呼ぶ．第2図に示したの

は，混合層内を3次元の格子に分割し，初期にレベル毎

に異なったトレーサーを与え，△t時間後にそれがどの

ような分布になるかを示した概念図である．

　乱れをあらわに表わす数値モデルを使って具体的な行

列各要素の数値（△tの関数）が求められている．混合

層中の混合の特性をこのような行列を解析することによ

って調べ，それをモデリングにつなげていくことが，重

要となっている．
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第1図　混合層中の上昇気塊．実線は平均的なバッ

クグラウソド状態の温位．破線は地表から上昇する

気塊の温位．自由大気中ヘオーバーシュートしてい
る（Stul1，1988より）．
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第2図　transilient行列の概念図．（a）初期のトレ

ーサーの分布．（b）△t時問後のトレーサーの分布

とそれに対応するtransilient行列．行列の下からi

行目のj列の要素はレベルjからレベルiにくるも
のの割合を表わす（Ebert6∫α」．より）．
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